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人口及び世帯数
（9月1日現在）

異動状況
（8月1日～8月31日）

前月比
増

転入 出生 転出 死亡
減

人
　口

男
女
計

世帯
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878世帯
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人口の動き

※令和8年8月1日～令和8年8月31日届出分
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　小学校入学前（就学前）のお子さんの写真「きらきら★
きっず」の掲載写真を募集しています。
　保育所・保育園のお子さんの写真も大歓迎です。ぜひ、
ご応募ください!お待ちしています。
　■お申込み・お問合せ　企画観光課企画係　32-0502

きらきら★きっず

おくやみ

久　保　金　一

おところ お な ま え 年齢

本庄上 78歳
　　ぼ きん いち

かつ じ

令和8年９月24日発行（毎月第4木曜日発行）
※広報伊根は町ホームページからも
　ダウンロードすることができます。
電子書籍ポータルサイト「KYOTO eBOOKS」
からも閲覧することができます。

　URL：http://www.kyoto-ebooks.jp/

　この欄で紹介するおめでたとおくやみは、役場窓口で
届出の際に希望されたもののみを掲載しています。

広

　
　告

石倉 光希(みつき)くん（１歳）

いっぱい食べて兄ちゃんたちに負けず
強い子になってね！

石倉正人さん・恵美さんの三男(高梨)

く　

井　上　克　二本庄浜 93歳
　　うえいの
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今月の表紙

第30回京都府消防操法大会

今月の

TOPICS

■
■
■
■
■

操法大会で団員が奮闘……………
雨上がりの空に咲いた花火………
人権を尊重し合うまちづくりを進めます…
オリビア先生､ようこそ伊根町へ！…
伊根町長選挙及び伊根町議会議員一般選挙…

2
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人
権
を
尊
重
し
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

　
　
　
　守
る
防
犯
カ
メ
ラ

　
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
支
え

合
う
な
ど
、
す
べ
て
の
住
民
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
８
年
３
月
に

「
伊
根
町
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定

し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
に
は
、
差
別
が
な
く
、
個
性
や
多
様
性

を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
の
基
本
的
な
考
え
方
の
ほ
か
、
町

お
よ
び
住
民
等
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
定
め
て
お

り
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

町
の
責
務
（
取
り
組
む
べ
き
こ
と
）

・
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
施

策
を
総
合
的
に
企
画
し
、
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

・
住
民
及
び
事
業
者
の
人
権
意
識
の
向
上
を
図
る
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
研
修
会
や
啓
発
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

・
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
相
談
体
制
等
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

・
必
要
に
応
じ
て
、
人
権
侵
害
の
実
態
把
握
や
人
権

施
策
の
策
定
に
必
要
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
８
月
27
日
（
木
）、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
と

地
域
の
見
守
り
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
小
西
正

伸
様
お
よ
び
宮
津
防
犯
協
会
様
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
２

基
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　
京
都
府
内
で
子
ど
も
を
被
害
者
と
す
る
事
件
が
発

生
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、「
地
域
の
安
心
を
守

り
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
カ
メ
ラ
は
教
育
施
設
に
設
置

し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
有
効
に
活

用
し
ま
す
。

住
民
や
事
業
者
の
皆
様
に

　
　
　
　
　
　

  

ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と

・
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場

に
お
い
て
、
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
人
権
を
尊

重
し
た
言
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
事
業
所
や
団
体
に
お
い
て
は
、
事
業
活
動
に
関
わ

る
す
べ
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
し
た
活
動
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

・
町
等
が
行
う
講
演
会
や
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加

し
、
人
権
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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雨
上
が
り
の
空
に
咲
い
た
花
火

操
法
大
会
で
団
員
が
奮
闘

　
８
月
29
日
（
土
）、
第
40
回
伊
根
花
火
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
午
前
中
ま
で
雨
が
降
り
続
き
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時
刻
に
は
天
候
も
持
ち
直
し
、
メ
イ
ン
会
場
に
は
た
く

さ
ん
の
来
場
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
伊
根
町
長
や
花
火
実
行
委
員
会
会
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
後
、
京
都
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
和
紗
さ
ん
に
よ
る

歌
や
、
与
謝
野
町
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
事
業
者
に
よ

る
屋
台
も
立
ち
並
び
、
来
場
者
の
皆
さ
ん

は
イ
ベ
ン
ト
を
存
分
に
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　
日
が
暮
れ
る
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
舟
屋
に
提
灯
が
灯
さ
れ
、
水

面
に
柔
ら
か
な
光
が
映
し
出
さ
れ
る
幻
想

的
な
空
間
が
広
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
と
も
に
、
夜
空
へ
色
鮮

や
か
な
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
社
提
供
の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
、
伊
根

町
の
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ふ
な
や
ん
」
を
模
し
た
花
火
な
ど
が
夜

空
を
彩
り
、
会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最
高

潮
に
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
る
と
、
来
場

者
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
、
記
念
す
べ
き
第
40
回
大
会
は
大
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
８
月
30
日
（
日
）、
京
都
府
立
丹
波
自
然
運
動
公

園
で
「
第
30
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
伊
根
町
代
表
と
し
て
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に

第
２
分
団
の
選
抜
要
員
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
当
大
会
は
、
消
防
団
員
の
消
防
技
能
向
上
と
士
気

の
高
揚
を
図
り
、
消
防
活
動
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
２
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
は
府
内
各
市
町
村
か
ら
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

に
10
隊
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
19
隊
が
出
場
し
、

日
頃
の
訓
練
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
大
舞
台
に
向
け
、
選
手
た
ち
は
長
期
間
に
わ
た
る

厳
し
い
訓
練
を
重
ね
て
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。
当
日

は
緊
張
感
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
練
習

の
成
果
と
培
っ
た
技
術
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
最
後

ま
で
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
出
場
で
得
た
経
験
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、

今
後
の
地
域
防
災
に
お
け
る
大
き
な
財
産
と
な
り
ま

す
。
伊
根
町
消
防
団
は
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ

ま
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
団
員
一
丸
と
な
っ

て
活
動
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

指
揮
者
：
岩
井 

雄
暉
　
団
員
（
第
２
分
団
第
２
部
）

１
番
員
：
松
本 

崚
佑
　
団
員
（
第
２
分
団
第
２
部
）

２
番
員
：
竹
原 

健
矢
　
班
長
（
第
２
分
団
第
４
部
）

３
番
員
：
藤
原   

誠 

　
団
員
（
第
２
分
団
第
１
部
）

町
内
に
配
布
し
て
い
る
広
報
紙
に
は

掲
載
し
て
い
ま
す
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オ
リ
ビ
ア
先
生
、
よ
う
こ
そ
伊
根
町
へ
！

　
８
月
３
日
（
月
）
か
ら
、
新
し
い

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
し

て
、
オ
シ
ェ
ル
・
オ
リ
ビ
ア
・
ロ
ー

ズ
さ
ん
が
着
任
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
１
日
（
火
）
か
ら
は
、
中
学

校
を
中
心
に
英
語
の
授
業
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
ほ
か
、
小
学
校
で
も
児
童
が

英
語
に
慣
れ
親
し
む
た
め
の
授
業
を

担
当
し
ま
す
。

　
町
内
で
見
か
け
た
際
に
は
、
気
軽

に
「
ハ
ロ
ー
！
」
と
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

　　
は
じ
め
ま
し
て
！
私
は
オ
シ
ェ
ル
・
オ
リ
ビ
ア

と
申
し
ま
す
。「
オ
リ
ビ
ア
」
か
「
オ
リ
」
と
呼

ん
で
く
だ
さ
い
！
22
歳
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
テ
ネ

シ
ー
州
の
キ
ン
グ
ス
ト
ン
出
身
で
す
。

　
キ
ン
グ
ス
ト
ン
は
伊
根
町
の
よ
う
な
小
さ
く
て

き
れ
い
な
町
で
す
。
湖
が
あ
る
の
で
、
子
供
の
時

か
ら
私
は
泳
げ
ま
す
。
だ
か
ら
、
伊
根
町
で
は
海

で
泳
ぐ
の
が
楽
し
み
で
す
！
他
の
趣
味
は
ハ
イ
キ

ン
グ
を
し
た
り
、
音
楽
を
聞
い
た
り
、
絵
を
描
い

た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　
私
の
家
族
は
４
人
で
す
。
母
は
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
父
は
林
業
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
19
歳
の
弟
は
テ
ネ
シ
ー
大
学
で

化
学
工
学
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
ミ
ド
ル
テ
ネ
シ
ー
州
立
大
学
を
今
年
の
５

月
に
卒
業
し
ま
し
た
。
英
語
の
言
語
学
と
日
本
語

を
勉
強
し
ま
し
た
。
で
も
、
日
本
語
を
ま
だ
ま
だ

勉
強
し
て
い
る
の
で
、
伝
わ
り
に
く
い
部
分
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
許
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
と
一
緒
に
言
葉
と
文
化
を
交
換
す
る
の

が
楽
し
み
で
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

Watts Bar River（ワッツ バー川）Ozone　Falls（滝）

オリビア先生の故郷
（アメリカのテネシー州の
　キングストン）

　泉　吉広氏（本庄宇治）が令和 8年第 3回町議会定例会で議会の同意を得
て公平委員会委員に選任されました。
　任期は、令和 8年 10月 1日から令和 12年 9月 30日までの 4年間です。

公平委員会委員の選任

町内に配布している広報紙には掲載しています
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●8月の入札結果

工　事　名（業務名） 契約
方法 落札業者名 工事期間

（業務期間）
契 約 額
（円/税込）

落札価格
（円/税抜）

最低制限価格
（円/税抜）

予定価格
（円/税抜）業者数入札日場所

指名
競争

　 8/18 9社 23,000,000 25,300,000 R8/8/25
～R9/1/29日置建設㈱本庄浜伊根町本庄浜海水浴場施

設改修工事 26,310,000 20,000,000

指名
競争 8/27 7社 7,360,000 8,096,000 R8/9/3

～R8/12/25㈲三冨建設本庄上令和8年度殿村今田線舗
装修繕工事 8,554,000 7,360,000

指名
競争 8/27 6社 4,350,000 4,785,000 R8/9/3

～R8/12/25㈲三冨建設菅　野令和8年度滝根福之内線
路肩修繕工事 5,041,000 4,350,000

指名
競争 8/27 7社 29,287,000 32,215,700 R8/9/3

～R9/3/24㈱上山工務店平　田令和8年度伊根保育園保
育室等増築工事 31,920,000 25,500,000

伊
根
町
長
選
挙
及
び
伊
根
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

 

主
な
日
程

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会
　

日
　
時
　
10
月
１
日
（
木
）　
午
前
９
時
30
分
〜

会
　
場
　
伊
根
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

ほ
っ
と
館 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
告
示
日
　
11
月
10
日
（
火
）　

■
投
票
日
　
11
月
15
日
（
日
）

投
票
時
間
　
午
前
７
時
00
分
〜
午
後
６
時
00
分

投票区 場所 対象地区

第 1投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

伊根町コミュニティ
センターほっと館

大原公民館

新井集会所

泊泉苑

本庄上集会所

本庄宇治集会所

本庄浜公民館

蒲入集会所

筒川地区コミュ
ニティセンター

■
開
票
日
　11
月
15
日
（
日
）

場
　
所
　
伊
根
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

　
ほ
っ
と
館 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

み
な
さ
ん
の
代
表
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
　

安
易
に
棄
権
せ
ず
、
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

 

期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
何
ら
か
の
用
務
（
町
内
・
町
外
問

わ
ず
、
仕
事
・
旅
行
・
冠
婚
葬
祭
等
）
に
よ
り
、
投

票
所
で
投
票
が
で
き
な
い
方
は
、
投
票
日
の
前
で
も

投
票
が
で
き
ま
す
。

期
　
間
　
11
月
11
日
（
水
）
〜
11
月
14
日
（
土
）

時
　
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
00
分
ま
で

場
　
所
　
伊
根
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
ほ
っ
と
館 

多
目
的
室

 

不
在
者
投
票

・
住
所
は
異
動
せ
ず
他
の
市
町
村
へ
居
住
さ
れ
て
い

る
方
（
学
生
等
）
も
、
居
住
地
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

・
投
票
に
必
要
な
書
類
の
郵
送
に
相
当
の
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

お
問
合
せ
　

選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
３
２-

０
５
０
１

日出・高梨・西平田・東平田・
大浦・立石・耳鼻・亀山

泊・津母・井室・六万部・峠・
畑谷

菅野・越山・滝根・湯之山・
成・本坂・寺領・薦池・
河来見・朴丸・野村

大原

新井

本庄上

本庄宇治・長延

本庄浜・野室

蒲入

投票所
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お店の看板や広告看板などを表示するときに申請が必要です。
伝建地区（禁止地域）では必ず、伝建地区以外（許可地域）で
は条件により必要になります。

屋外広告物Q＆A

屋外広告物の手引き

ご不明な点や、詳細については下記までお問合せいただくか、
QRコードからご確認ください。
◆お問合せ　企画観光課商工観光係　☎32-0502

申請について

Ｑ．屋外広告物とは？
Ａ．常時又は一定の期間継続して、屋外で公衆に対し表示される看板・はり紙・広告板などです。
イベントのポスターやのぼり旗等の簡易なものも該当します。

（例） 立看板 はり紙

など

のぼり旗 店名や事業の内容を
示す看板

店名や事業の内容を
示す提灯

Ｑ.どんなときに申請が必要？
Ａ．屋外広告物を表示するときや色彩の変更をするとき、許可期間を超えて掲出するときなどに申請が
必要です。
伝建地区ではすべての屋外広告物で申請が必要になります。
伝建地区以外では屋外広告物の大きさ等により申請が不要になる場合があります。
また、表示・掲出前に申請した場合は、屋外広告物許可手数料が免除されます。

Ｑ.営業時間中だけ掲出する場合も申請が必要？
Ａ．営業時間だけ掲出する広告物でも、本来は申請が必要ですが、伊根町では「緩和措置」として申請
不要としています。ただし、「のぼり旗」は営業時間中の掲出のみの掲出であっても禁止です。
また、広告物の個数などは規定どおりとなります。

Ｑ.個数制限はあるの？
Ａ．伝建地区で自己の住所又は事業所などに掲出できる広告物は、２つまでです。
店舗等が複数ある場合は、建物ごとに１つまでとなります。
伝建地区以外での個数制限はありません。
（広告物の種類によっては、総面積数での規制があります。）

❶

❷③

Ｑ.のぼり旗は掲出してもいいの？
Ａ．伝建地区では掲出できません！伝建地区以外では立看板と同じ取扱いです。
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　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」「
あ

り
が
と
う
」
な
ど
挨
拶
は
、
人
と
人
と
の
関
係
を

築
く
大
切
な
第
一
歩
で
す
。「
お
は
よ
う
」
の
言

葉
で
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

　
登
園
時
「
お
は
よ
う
！
」
と
元
気
な
子
ど
も
た

ち
の
声
を
聞
く
と
、
心
が
温
か
く
な
り
、
今
日
も

一
日
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
弾
け
る
笑
顔
で
「
お
は
よ
う
！
」
と
登
園
す
る

子
ど
も
。
言
わ
れ
て
か
ら
「
お
は
よ
う
」
と
返
す

子
ど
も
。「
み
て
み
て
！
」
と
挨
拶
よ
り
も
先
に

お
気
に
入
り
の
帽
子
を
見
せ
て
く
れ
る
子
ど
も
。

「
お
は
よ
う
」
が
ま
だ
う
ま
く
言
え
ず
「
よ
っ
」

と
発
す
る
小
さ
い
子
ど
も
。
声
の
ト
ー
ン
や
表
情

で
、
今
日
も
元
気
だ
な
、
今
日
は
ど
う
し
た
の
か

な
と
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
挨
拶
は
単
な
る
習
慣
で
は
な
く
、
相
手
を
思
い

や
る
気
持
ち
の
行
為
で
す
。
笑
顔
で
交
わ
す
言
葉

は
、
相
手
の
心
を
温
め
、
自
分
の
心
も
豊
か
に
し

ま
す
。

　
笑
顔
の
挨
拶
は
心
地
よ
く
、
気
持
ち
の
良
い
も

の
で
す
。

　
あ
る
時
、
外
出
先
で
外
国
の
女
性
の
方
と
細
い

道
で
す
れ
違
う
際
に
視
線
が
合
い
、
に
こ
っ
と
笑

顔
を
向
け
ら
れ
、
思
わ
ず
笑
顔
で
会
釈
を
し
ま
し

た
。
言
葉
が
な
く
て
も
心
と
心
が
つ
な
が
っ
た
よ

う
で
、
交
わ
し
た
笑
顔
の
余
韻
が
今
も
心
地
よ
く

胸
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
学
校
の
先
生
が
保
護
者
か
ら
「
毎
朝
校

門
で
先
生
が
子
ど
も
た
ち
に
『
お
は
よ
う
』
と
声

か
け
を
す
る
姿
に
元
気
を
も
ら
っ
て
る
ん
で

す
！
」
と
言
わ
れ
て
、び
っ
く
り
し
た
と
の
こ
と
。

そ
の
保
護
者
の
方
は
、
そ
の
光
景
を
見
て
、
先
生

の
笑
顔
の
挨
拶
に
心
が
温
ま
り
「
今
日
も
一
日
頑

張
る
ぞ
！
」
と
思
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

 

〝
あ
い
さ
つ
〞
っ
て
魔
法
の
言
葉
な
ん
だ
‼
と

思
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　
挨
拶
は
、
不
思
議
な
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
言

葉
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
笑
顔
を
添
え
て
相
手
に

届
け
る
だ
け
で
、
受
け
取
っ
た
人
の
心
を
温
か
く

し
、
今
度
は
そ
の
人
が
別
の
人
に
優
し
い
気
持
ち

を
届
け
た
く
な
る
。
ま
る
で
『
笑
顔
の
バ
ト
ン
』

が
次
々
と
手
渡
さ
れ
て
い
く
よ
う
で
す
。

　
あ
る
日
、
園
庭
で
転
ん
で
泣
い
て
い
る
子
ど
も

が
い
る
と
、近
く
に
い
た
友
達
が
駆
け
寄
り
、「
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
？
」と
寄
り
添
い
声
を
か
け
ま
し
た
。

す
る
と
泣
き
顔
は
少
し
ほ
こ
ろ
び
、「
あ
り
が
と

う
」
と
小
さ
な
声
。
そ
こ
に
は
互
い
を
思
い
や
る

優
し
い
時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
代
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
に
よ
り
効
率
的
に
人
と
つ
な
が
れ
る
一

方
で
、
肌
で
感
じ
る
『
人
の
温
も
り
』
や
『
地
域

と
の
つ
な
が
り
』
が
薄
れ
が
ち
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
顔
を
合
わ
せ
て
、
声
を
か
け
合

う
挨
拶
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
挨
拶
に
特
別
な
技
術
は
い
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

の
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
思
い
や
り
と
相
手
に
届
け

よ
う
と
す
る
気
持
ち
で
す
。

　
日
々
の
挨
拶
は
、
目
の
前
に
い
る
人
の
心
と
の

架
け
橋
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
か
ら
。

「
あ
・
い
・
さ
・
つ
」
の

あ
：
明
る
く
元
気
に

い
：
い
つ
も

さ
：
先
に
（
自
分
か
ら
）

つ
：
続
け
て
（
挨
拶
に
一
言
プ
ラ
ス
し
て
「
今
日

は
い
い
天
気
で
す
ね
」
な
ど
添
え
る
）

　
挨
拶
か
ら
会
話
や
信
頼
が
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。
大
切
な
の
は
「
伝
え
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち

で
す
。

　「
お
は
よ
う
！
」
が
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
生
み

出
し
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
、
笑
顔
の
輪
が
広
が

り
ま
す
よ
う
に
。

  「
挨
拶
は
人
と
人
を

　
　
　
　
　

  

結
ぶ
言
葉
」

本
庄
保
育
所

　馬
越

　浩
美

教育支援委員会寄稿
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